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2023［令和 5］年 2 月 11 日（土）、オンライン（Zoom）にて第 49 回関東・東北ブロック研究会が開催

されました。パネル・ディスカッション、オンライン・バズセッション、研究発表、実践事例報告に続き、ブ

ロック総会を行いました。研究会テーマは「ニューノーマル時代のビジネス環境と採用活動 ～ウィズコロナ・

アフターコロナを見据えて～」とし、企業の採用の現場にいらっしゃる 3 名のパネリストをお招きし、コロナ

禍におけるの採用活動の動向、求められる学生像、採用後の教育の現状を語っていただきました。さらに質疑

応答を経て、参加会員によるオンライン・バズセッションを通し、教育のあり方について意見交換を行う貴重

な機会となりました。 

 

 

ご挨拶              

「新たな試み」 

第 49 回関東・東北ブロック研究会 

実行委員長 大塚 映 

皆様、本日はお忙しい中、本研究会にご参加くださ

いまして、ありがとうございます。 

コロナ禍も丸 3 年が経ち、来月にはマスクも個人の

判断とされ、5 月にはコロナもインフルエンザと同様

の扱いになるとのことで、状況も少しずつ変わりつつ

あります。本研究会も準備の段階ではそろそろ対面で

の実施案も出ましたが、慎重に進めさせていただき、

今年度も引き続きオンラインでの開催とさせていた

だきました。 

プログラムでは、これまでは研究発表や実践事例報

告・基調講演などにおきまして、主に教員側の視点に

立ったコロナ禍におけるオンライン授業の構築方法

などの内容で企画して参りましたが、今年度は「ニュ

ーノーマル時代のビジネス環境と採用活動」をテーマ

に、企業側や学生の視点に立った採用・就職活動の内

容で企画させていただきました。 

また、これまでの基調講演に替わり、本研究会の新

しい試みとして、今回は様々な業界からパネリスト 3

名の方々をお招きしてのパネル・ディスカッションの

形といたしました。バズセッションの時間も設定いた

しましたので、ぜひ、活発な意見交換・情報交換など

も行っていただき、皆様の今後の教育・指導の面やビ 

ジネス状況の工夫の面などでもお役に立てましたら、

幸いでございます。 

本日は、会員の皆様、パネリストの皆様、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

日本ビジネス実務学会 

第 49 回 
関東・東北ブロック研究会会報 

http://jsabs.hs.plala.or.jp/ 
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パネル ・ ディスカッション    

パネリスト 1 

㈱小田急トラベル 

業務サポート部 総務人事担当 課長 

岩下 直樹 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご経歴とコロナ禍における旅行業界の厳しい現状

をお話しいただいた後、旅行業界における新卒採用側

の視点をお話しいただいた。 

旅行業界における今後の採用動向としては、観光学

部を志望する学生が減少傾向にある中、来年度からは

コロナ禍以前の水準に戻る予定である。学生の意識と

しては、ワークライフバランスを重視し残業や転勤へ

の抵抗感はありつつ、転職は今後当たり前のこととし

て視野に入れているなどの変化が見られるが、全体と

しては学生のリアクションが薄い感触がある。 

コロナ禍でガクチカが無い状況と言われているが、

全く無いわけでもないであろうし、接客業という仕事

柄、採用側が知りたいのは、コロナ禍でもゼミやサー

クルなどで人とどのように関わってこようとしたか、

どのように探ってきたのかというところであり、でき

るだけ個性的なエピソードを聞きたい。 

今後の面接方法は、コロナ禍前と変わらず、できる

だけ対面で実施し、学生の皆さんにも最初から会社を

直接見ていただきたいと考えている。採用後の新人研

修は、以前から 4 月の入社前に秋頃から開始している

が、今後も変わらない日程で対面にて行う予定である。 

今後身につけておいてほしいことは、DX について

は Web 宣伝広告が中心のため、観光に関する知識と

IT スキルを挙げたいと思う。 

以上、旅行業界における採用側の視点から大変有意

義なお話をいただいた。（文責：大塚） 

 

パネリスト 2 

東海東京フィナンシャル・ホールディングス㈱ 

人事部企画グループ 人事企画部  採用室 室長 

山﨑 香林 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

山﨑氏のご経歴と東海東京フィナンシャル・ホール

ディングスの業務内容をお話しいただいた後、新卒採

用のあり方などについてお話しいただいた。 

求める学生像は、金融システムの情報化が目覚まし

いなか、変化に柔軟であり、様々な考え方ができる学

生である。そのため人柄や人物像が主な観点であり、

これまでは「どう生きてきたのか」「どんな取組みをし

てきたのか」を、「ガクチカ」を聞くことで知ろうとし

てきたが、今は「コロナ禍の中でどう過ごしてきたの

か」を聞くことでそれらを知ることができると考えて

いる。その人の「強み」は大学時代だけで身につけら

れるものではなく、これまでの積み重ねによって培わ

れたものと考えるので「ガクチカ」に囚われず様々な

話を聞きたい。選考における面接は、最終面接のみ対

面で、それまではオンライン・対面のどちらかを選べ

るようにしている。入社後の新人研修は、オンライン

で研修やグループワークなどを行い、その後 1 週間の

集合研修というハイブリッド型で実施している。「正

解探し」をするのではなく、自分で考える・視野を広

げるといったことを意識し、柔軟な思考ができるよう

になってほしい。（文責：齋藤） 
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パネリスト 3 

富士通ＨＲコンサルティング㈱ 

人材採用センター センター長 

兼 富士通㈱ Employee Success 本部 

人材採用センター シニアマネージャー 

小島 行博 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小島氏は、富士通で 18 年ほど採用を担っている。

コロナ禍で学生は「ガクチカ」と呼べるものがないよ

うに思われているが、制限の多かった生活でも時間と

ツールを有効に使って人と繋がったり、資格を取得し

たりしている。 

面接ではその学生が「どんな人柄で、どう生きてき

たのか」「何を大切にしてきたのか」を見ており、型に

はまった答えではなく想いや本音を知りたいと考え

ている。 

社内では、2020 年に発表した Work Life Shift を、

With/After コロナを見据え、2021 年に Work Life 

Shift 2.0 として進化させ、DX 企業として多様な働き

方を押し進めている。一人ひとりがチャレンジしなが

ら成長し、キャリア目標を実現することが個人のパー

パス（Purpose）であり、組織としてのパーパスはイ

ノベーションによって社会をより持続可能にしてい

くことである。そのため、入社前の教育支援も社員の

自律的な学びを促している。 

学生時代には何かを生み出すというイノベーショ

ンを身につけてほしい。さまざまな年代の人と繋がっ

て刺激を受け、視野を広げることが大切である。 

（文責：小松） 

 

［パネル・ディスカッションをふり返って］～ニュ

ーノーマルでも学生に求めるものは変わらない～ 

パネリスト3名の会社の提供物が対面でないと難し

い旅行と、オンラインでも提供可能な資産運用やソリ

ューションと違いがあり、「働き方」も対面型重視の旅

行と証券と、リモートワークを推進している DX 分野

という違いによって、新卒採用のスタイルも、「できる

だけ対面に戻したい」、「最終面接は対面だが、その前

までは学生の希望でどちらでも可」、「今のところすべ

てオンライン、（今後は最終面接のみ対面に戻すかも）」

とさまざまであった。業界・商品特性や会社内での働

き方が採用活動のスタイルに影響を与えていること

が垣間見れた。 

一方で、志望学生をどういう視点で見ているか、何

を求めているかという点では、人柄や視野の広さ、自

分で考える力など、業界による違いはなかった。また、

コロナ禍の中での採用活動でも、それは変わるもので

はなく、評価も可能とのことであった。我々教員とし

ても、自分で考える力を養う、視野を広げる教育が求

められていることに変わりはないと改めて感じる機

会となった。（文責：坪井） 

 

オンライン・ バズセッション    

パネル・ディスカッションでの議論を元に、ブレイ

クアウトルームを使ったオンライン・バズセッション

を行った。参加者はパネル・ディスカッションにご参

加いただいた企業の方々も含めて４つのルームに分

かれ活発な意見交換を行った。 

それぞれのルームでは、企業側から報告された「学

生が正解を求めたがる」「１つの答えを求めたがる」と

いう言葉に、教育現場が感じていることと同じ印象を

企業側も感じているということや、働き方が劇的に変

化する中で、企業側が学生に「パーパス＝企業の目標」

をいかに伝えていくかに苦心していることについて、

教育現場で企業を取り巻く環境の変化に対応できる

教育を行っていく必要性を強く感じたなどの報告が
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された。 

今回ご登壇いただいた企業はビジネス環境や採用

活動も違いがあり、多様化した企業環境に対応できる

柔軟さを持った学生を育てていくことが今後ますま

す必要であることが確認され、バズセッションを終了

した。 

文部科学省が全国の大学に対し 2020 年度後期に実

施したアンケート調査によれば、授業をできるだけ対

面に戻したい意向があるそうだが、コロナ収束後もオ

ンラインを活用した授業からは後戻りしないであろ

うことは、誰もが予想していることと思われる。 

（文責：上岡） 

 

 

研究発表             

プレゼンテーション教育における指導ポイントに

関する考察 

－映像分析と相互評価を手がかりとして－ 

大島 武（東京工芸大学） 

［研究対象領域］ 

【1】ビジネス実務教育 3）教育方法の研究 

高等教育において汎用化が著しいプレゼンテーシ

ョン教育について、共同研究により改めて考察を加え

た。学生による相互評価のコメント分析、及び発表模

様の映像分析を行ったことで、授業で強調したポイン

トのうち、学生が実践者あるいは評価者として意識し

やすいものとそうでないものがあることを確認でき

た点は有意義であった。前者で顕著だった点は、話す

時の間とメリハリ、及びスライドの統一感やセンスで

あり、後者は内容構成とアイコンタクトである。 

残念ながら当初の目的であった、望ましいプレゼン

テーションの在り方を考え、指導ポイントの試論を提

示するというレベルまでは研究は深まらなかった。な

お、本発表は科研費基盤研究（C）「英語による作品プ

レゼンテーションに関する調査と指導プログラムの

開発」（代表：橘野実子）の研究成果の一部を紹介した

ものである。ビジネス実務教育の観点からすると、「話

の論理性」や「データ収集」などの必須項目が抜け落

ちており、これらの再検討も今後の課題である。 

実践事例報告           

ゼミ PBL における上級生メンターの参加意義 

－ロケ地活性化策の企画提案を通して－ 

牛山 佳菜代（目白大学） 

［研究対象領域］ 

【1】ビジネス実務教育 3）教育方法の研究 

2022 年度、報告者が指導するゼミにおいて、「Z

世代から見たホテル内ロケ地の更なる活性化策の提

案」というテーマで、千葉県内のホテルと連携した

PBL を行った。 
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プロジェクトは、2 年ゼミ生が中心となり、ホテ

ルを見学・取材し、3 チームに分かれて調査・企画

を行い、関係者に向けて活性化策の企画提案を行う

というものである。今回、このプロジェクトの実施

に際して、活動期間全体を通して、ゼミの 1 学年上

の 3 年生がメンターとしてサポートを行うこととし

た。 

本報告においては、このプロジェクトの概要、プ

ロセス、上級生インタビューの結果を述べた。上級

生インタビューより、コロナ禍で上下、横の繋がり

が分断されている中で、上下の繋がりの構築、プロ

ジェクト自体のクオリティの向上、メンター自身の

成長・動機付けなどの効果が見出された。 

 

関東・東北ブロック総会      

ブロック会員のみで総会を開催しました。収支報告

とともに昨年度の活動報告と今年度の予算案、さらに

次年度はコロナ禍からの脱却が見込まれることもあ

り、今後の計画・展望が示されました。 

マニュアル、内規、申し送り事項等については今後、

対面活動が再開しても引き続き、クラウド、リモート

等の活用を継続することが望ましいと思われます。こ

れはコロナ以前からこういうことができればいいよ

ねと話題になってはいたものの先送りにしてきたこ

とでした。図らずもコロナ禍だからこそ実行に踏み出

せたという側面もあります。 

一方で次年度以後、対面でのブロック活性化を図る

ための準備も始めなければなりません。そのためには、

ブロック総会の時期を見直す必要があります。本日も

含めて今までの総会はブロック研究会とともに2月に

実施していました。対面で実施していたため、出張移

動の負担を軽減する目的もありましたが、結果的に事

業計画の表明が年度末の事後報告となっていました。

オンライン総会であれば適切な時期に開催できるこ

とを提案しました。（文責：宮田） 

 

研究会を終えて          

「教育の成果は企業にどう伝わるかという視点」 

関東・東北ブロックリーダー 宮田 篤 

Zoom による研究会も 3 回目となり、21 名の参加

申込者を得て無事に開催することができました。過去

2 回はいずれも私たち教育者がどのような授業設計を

行うかの模索でした。その結果、学生からのフィード

バックはそれなりの積み重ねを得たと感じますが、学

修成果そのものといえる学生・卒業生はビジネスの現

場でどのように受け入れられているのでしょうか。企

業側に私たちの教育はどの程度届いているのでしょ

うか。その視点について企業の皆さまと情報を共有し、

会員の皆さまと共に考える視点を確認するためのテ

ーマ設定となりました。 

パネリストの皆さまは採用担当者ということもあ

り、ガクチカという言葉が何度も登場しましたが、と

もすれば学生は「何が有利なガクチカなのか」と誤っ

てとらえがちになる点も指摘されました。コロナ禍で

行動が制限されたときだからこそ「自分には何ができ

るか」「何をしたいか」について学生自身が考え、行動

したのかを採用する企業側も知りたいのでしょうし、

それこそが「あなたはどういう人なの？」「私はこうい

う人間です」を伝えることにつながるのだということ

です。つまりコロナ禍以前と求められることは変わっ

ていないのだということを実感できたのではないで

しょうか。 

本日の学びの成果を次年度の研究会で再確認でき

ることを、そして来年こそは対面でお目にかかること

ができますよう，心より願っております。本日はあり

がとうございました。  
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 第 49回 関東・東北ブロック研究会 アンケート結果  

 

 

オンラインで開催 3 回目ということもあるかもしれませんが、プログラム、運営ともに

満足度の高い結果が得られました。ビジネス実務を研究領域とする学会においても、企業と

教育双方の立場での意見交換は貴重であったことがうかがえました。 

 

 自由記述回答  

・パネルディスカッションが充実していました。 

・採用側の状況変化や思いなどをお伺いでき、とても有意義な研究会でした。本日はありが

とうございました。 

・パネルディスカッションは準備は大変だったと思いますがよかったと思いました。 

・パネルディスカッションからバズセッションという流れは様々なお話をお伺いでき大変
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参考になりました。ありがとうございました。 

・パネルディスカッションを受けてのバズセッションは企業と教育というそれぞれの立場

での意見交換ができるところがよかったと思います。 

・パネル・ディスカッションで、「コロナ禍でも、時間は同じだけ流れている」と、お三方

ともに言及されていたことが印象的でした。コロナ禍を理由（逃げ場）にしたり、通り一

遍の返答の仕方しかできない学生は、やはり就職活動に苦戦しています。どのように人と

繋がりどのように過ごしたかを次々と深掘りする質問にも、ひるまずに答えられるよう

な耐性を身に付けさせる必要を強く感じました。パーパス等についても、授業に活かせる

ヒントをたくさん頂きました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

  

編集後記 

図らずもブロックリーダーをお引受けしてから5年間の歳月が過ぎました。1年目の

み、対面でブロック研究会を開催することができましたが、2年目（2020年2月）には 

東京工芸大学で実施する予定が、開催3日前に突然の中止、以後3年目からは3回続けて

オンライン開催となりました。しかし、おかげさまで運営委員会をはじめとする会議の

運営、資料のクラウド共有などが実現・定着したことを思えば、人は、組織は、どのよ

うな環境にも対応していけるのかもしれません。他ブロックの 

2名も含めて、研究会にご参加くださった皆さまはもちろんの 

こと、日頃よりご支援を賜った関東・東北ブロックの皆さま方 

に、厚く御礼を申し上げます。（編集担当： 宮田 篤） 

 

 

 

第49回実行委員長： 大塚 映  副実行委員長： 周藤 亜矢子 

運営委員： 大島 武、大塚 映、上岡 史郎、金 世煥、小松 由美、齋藤 裕美、 

周藤 亜矢子、関 憲治、坪井 明彦、宮田 篤（50音順） 


